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日常生活に潜む転倒リスク 〜二重課題干渉が生じる機序の解明〜
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はじめに
2つの課題を同時に行うと、各課題の成績は低下する。この現象は「二重課題干渉」と呼

ばれ、日常生活に潜む転倒要因の1つとして知られている（1）。その一方で、二重課題干渉が
発生する機序はいまだ不明であり、二重課題干渉を生じやすい日常生活の動作や場面も経験
的な理解にとどまっている。

二重課題干渉が生じる機序として「2つの課題を個々に行った際に生じる、脳活動の空間
的な重複」は、かねてより注目されている（2、3）。さらに、形の情報を処理する「なに経路」
と位置の情報を「どこ経路」に着目し、各経路を動員する課題（なに課題・どこ課題）を用いて、
脳活動の重複と二重課題干渉との関連性を検討した研究が、主に認知心理学の分野で検討さ
れてきた（4、5）。しかし、先行研究では、形や位置のみならず、動きや色などの他要素も含ま
れた課題が用いられているため、「なに経路」や「どこ経路」以外の領域で生じた脳活動が
二重課題干渉の発生に関与した可能性は否定できない。

そこで本研究では、注意の矛先を変えることにより同一の視覚刺激にも関わらず、形や位
置情報の処理に特化した脳活動を動員できる「なに課題」と「どこ課題」を作成した （実験1）。
そして、「なに課題 ＆ なに課題」のような同じ経路の課題を組み合わせた「同経路二重課題」、

「なに課題 ＆ どこ課題」のような異なる経路の課題を組み合わせた「異経路二重課題」を構
築した。その後、両者で生じる二重課題干渉を比較し、脳活動の重複部位の広さが二重課題
干渉の発生に関わるか否かを検討した （実験2）。
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結　果

【実験１：なに課題、どこ課題の作成】

同じ刺激画面でありながら、注意の矛先を広域に広げた「なに課題 （広域）」と「どこ課
題 （広域）」、注意の矛先を狭域に限定した「なに課題 （狭域）］」と「どこ課題 （狭域）」の
計4種類を作成した （図1、図2）。

また、各課題で生じる脳活動を機能的磁気共鳴画像法 （fMRI）にて測定し、「なに課題」
では「なに経路」が、「どこ課題」では「どこ経路」が動員されていることを確認した （図3）。

図1　作成した二重課題の一例　

図2　課題を構成する要素

図3　各課題で確認された脳活動
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【実験2：同経路二重課題と異経路二重課題で生じる二重課題干渉の発生量の比較】

実験1で作成した「なに課題」「どこ課題」を用いて、同経路二重課題と異経路二重課題
を作成した。そして、研究対象者21名を対象として、それぞれの二重課題を行った時に生
じる二重課題干渉の値を比較した。その結果、同経路二重課題で生じる二重課題干渉と異経
路二重課題で生じる二重課題干渉の間で、有意な差は認められなかった （図4）。

図4　生じた二重課題干渉の量　

考　察
二重課題干渉の発生量は脳活動の重複部位の広さに依存しない可能性が示唆された。その

一方で、二重課題遂行時に特異的に活動する脳部位が観察された。その中でも前頭前野は二
重課題の遂行に関わる脳部位として古くから知られている（6、7）。したがって、本研究で作成
した二重課題においても、脳活動の重複部位の広さではなく、前頭前野の活動の差異が影響
したのかもしれない。

要　約
本研究は「2つの課題を個々に行った際に生じる、脳活動の空間的な重複」、すなわち「脳

活動の重複部位の広さ」が二重課題干渉の発生量に及ぼす影響を検討した。実験の結果、少
なくとも本研究で作成した二重課題において、二重課題干渉の発生量と「脳活動の重複部位
の広さ」との関連性はみいだされなかった。
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